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はじめに

能登半島周辺地域における,縄文時代前期から晩期までの各土器型式の 14C年代については,石川県

真脇遺跡や御経塚遺跡などの土器付着物を用いて研究が早くから進められ,これまでに重要な成果が提

示されている (山本 ･小田･吉田2001,小田･山本 2001,2003).特に,縄文時代後晩期については,

手取川扇状地における集落の継続時間の解明を主要な目的として議論されてきた.しかしながら,同一

型式間での年代測定結果の不一致や,型式学的序列と年代測定結果が逆転した例もみられた.これらの

年代測定結果のばらつきの原因については,古木効果,海洋 リザーバー効果,埋没中の汚染の3つの可

能性を提示するとどまり (小田 ･山本,2001,2003),正確な年代的位置付けが未解明な部分も多かっ

た.

能登半島周辺地域における縄文時代後晩期の土器型式の14C年代測定研究の課題は大きく分けて以下

の2点である.第-に,各土器型式の正確な 14C 年代を把握し,各土器型式の較正年代を明らかにする

ことである.これは,能登半島周辺地域における縄文時代後晩期の集落変遷を解明することや,日本列

島各地の人類活動の動向との時間的対比を行 う上でも,その基礎となる重要な研究である.第二に,縄

図 1 御経塚遺跡の位置および手取川扇状地における縄文時代後晩期の遺跡分布 山本ほか (2006)に加筆 ･修正.

1:御経塚遺跡,2:御経塚シンデン遺跡,3:チカモリ遺跡,4:中屋遺跡,5:中屋サワ遺跡
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文時代から弥生時代-の移行期の年代,特に縄文時代最終末とされている時期の年代を明らかにし,周

辺地域との比較研究を行うことである.

そこで,本研究では,縄文時代後晩期の集落遺跡である石川県御経塚遺跡および御経塚シンデン遺跡

から出土した土器 19個体について,土器付着炭化物と漆皮膜を用いて 14C年代測定,炭素 ･窒素安定

同位体分析,C什J比の分析を行い,能登半島周辺地域における縄文時代後晩期の各土器型式の年代につ

いて検討した.

試料と方法

御経塚遺跡は石川県石川郡野々市町に所在し,能登半島の基部に位置する手取川扇状地の扇端に立地

する.国指定史跡である御経塚遺跡は白山から流れる手取川が形成した扇状地の北端部,地下水自噴地

帯に立地した集落遺跡であり,低湿地と自然堤防の微高地からなる地形に位置している.現在の標高は

11m前後である.御経塚遺跡は 1956年以降,27回にわたって発掘調査が行われており,縄文時代後期

中葉から晩期後半まで続いた遺跡であることが確認されている (高堀編,1983).国指定史跡の周辺は

ツカダ地区,テ ド地区,ブラナシ地区として発掘調査が実施されており,縄文時代後期中葉から弥生時

代初頭までの遺物が検出されている.住居跡や方形 ･亀甲形建物跡,円形建物跡 (環状木柱列)などの

多数の遺構が検出されており,遺跡は径約 240mの大規模な環状集落で,当地域における縄文時代後晩

期の拠点的な集落遺跡であったと推定される (吉田,2003,山本ほか,2006).

14C年代測定試料は,野々市町ふるさと歴史館に収蔵されている土器から,小林,山本,吉田が採取

した.これらの試料の化学処理は,名古屋大学年代測定総合研究センターで工藤が実施した.

14C年代測定試料の処理 ･調製は以下の手順で行った.土器表面からステンレス製スパーテル等で削

り落とした試料を実体顕微鏡で観察し,土壌や混入物などを可能な限り除去した後,秤量した.土器に

付着した接着剤やニス等を除去するため,アセ トンによる洗浄を2時間行った.その後,埋蔵中に生成 ･

混入したフミン酸や炭酸塩などを溶解 ･除去するため,酸ア ルカリー酸 (AAA)処理を行った.アルカ

リ処理は,試料の状態に応じて0.001- 1.2M 水酸化ナ トリウム (NaOH)水溶液により,室温～80℃

の処理を行った.徐々に濃度を濃くして,水溶液が着色しなくなるまでこの操作を繰り返し,最終的に

1.2M まで行 うのが一般的だが,試料の腐食が進んでいる場合には,全部溶解してしまう恐れがあるた

め,状態によりアルカリの濃度,加熱温度,時間を調整した.御経塚遺跡の試料は状態があまり良くな

いものが多く,アルカリ処理の段階で測定に十分な量が残らなかったものも多かった.

AAA処理後の試料約5mgを,酸化銅500mgと共に石英管に入れて真空にして封入し,電気炉で850℃

にして4時間加熱し,試料中の炭素を二酸化炭素に変換した.これを真空ガラスラインで精製し,鉄触

媒を用いた水素還元によってグラファイ トを合成した.

14C年代測定は,14C標準試料とブランク試料とともに名古屋大学年代測定総合研究センターのタン

デ トロン加速器質量分析計 (HighVbltageEngineeringEurope社製 Mode14130･AMS)で中村が行っド
た (機関番号NUTA2).14C年代測定を実施した試料の点数は21点である.

AAA処理済みの試料 18点については,炭素 ･窒素安定同位体比 (∂13C値,∂15N値),炭素と窒素

の重量比 (C/N比)の分析を (秩)昭光通商に委託した.AAA処理後の回収量が少なく,分析を委託

しなかったISNI･11lb,ISNI･122,ISNI･141のうち,ISN1-122については,二酸化炭素精製時に分取

した二酸化炭素を用いて名古屋大学年代測定総合研究センターに設置されている気体用安定同位体質

量分析計 :FinniganMAT社製MAT1252を用いて∂13C値の測定を行った.ISNI-1llb,ISNI･141の

2点はAAA処理後に回収できた試料の量が少なかったため, a13C値は測定できていない.ISN1-159
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表 1 御経塚遺跡の土器付着物の 14C年代測定,炭素 .窒素安定同位体比,C/N比の分析結果

813C,815Nの誤差は土0.1､8%O,C/N比は重量比

- - 遺跡名 枇 時代 土蕃型式 813c S15NC%有量 呈有量 C/N比
CBP
±1cr 機関番号

lSNl104 御経塚シンデン遺跡口縁内焦 後期 馬替式 -24,1 6.3 25.4% 3.1% 8.3 4000±45NUTA2-12243

TSN1105 御経塚シンデン遺跡口縁内焦 後期 馬替式 -24.7 7.9 28.9% 3.3% 8.8 3995±45NUTA2-12244

zsN1107 御経塚シンデン遺跡胴内 焦 後期 馬替武 一25.8 7_3 36.7% 4.0% 9.2 3675±45NUTA2-12245

ISN1115 御経塚ブラナシ遺跡 口縁内焦 後期 酒見武 一21.3 6.8 32.0% 3.0% 10.7 3835±45NUTA2-12252

1SN1121 御経塚ブラナシ遺跡 口縁内焦 後期 清見武 一21.7 8.0 24.0% 4.2% 5.8 4000±60NUTA2-12254

ISNI122 御経塚ブラナシ遺跡 口縁内焦 後期 酒見式 -25.0 - 3730±45NUTA2-12255

lSN1123 御経塚ブラナシ遺跡 口縁内焦 後期 酒見式 -24.9 9,3 43,3% 2.3% 18.6 3665±45NUTA2-12256

lSNI159 御経塚ブラナシ遺跡 口線内窪 後期 酒見式 - 3375士40NUTA2-.2268

ISN1112御経塚ブラナシ遺跡胴内 焦 晩期

ISNI116御経塚ブラナシ遺跡胴外 煤晩期

ISN1125a御経塚プラナシ遺跡口縁内焦 晩期

ISN1126御経塚ブラナシ遺跡胴外 吹晩期

ISNI151a御経塚ブラナシ遺跡胴内 焦 晩期

ISN1152a御経塚ブラナシ遺跡胴内 焦 晩期

ISN1152b御経塚ブラナシ遺跡胴外 煤 晩期

ISNI154御経塚プラナシ遺跡胴外 煤 晩期

中屋式
(大洞C卜2式)

中屋式
(大洞C卜2式)

中屋式
(大洞Cト2式)

中屋式
(大洞C2-1式)

中屋式
(大洞Cト1式)

中屋式
(大洞C1-1式)

中屋式
(大洞C卜1式)

中屋式
(大洞B-C2?式)

-30.7 2.3 71.5%

-24.9 8.4 49.3%

-24.0 10.4 44.7%

-25.1 7,1 55.6%

-26.8 2.4 60.1%

-24.5 3.5 61.1%

-25.1 4.6 55.9%

-25.5 0.3 60.1%

0.5%138.6 2770±45NUTA2-12251

3.1% 15.8 2840土45NUTA2-12253

4.3% 10.3 2980士30NUTA2-12479

3.1% 17.8 2920±45NUTA2-12260

2.0% 29.6 2880±40NUTA2-12263

3.8% 16.3 2930±40NUTA2-12264

3.1% 17.9 2965士45NUTA2-12265

3.2% 19.0 2960±45NUTA2-12267

下野式
ISN1129御経塚ブラナシ遺跡口線外吹晩期 (大洞C2-2式)-2514 叩 58･8% 3･5% 17･0 2805士45NUTA2-12261

ISN714.御経塚ブラナシ遺跡胴外 煤 晩期 (大詰 雪式) - 2795±45NUTA2-.2262

lSN1108御経塚デド遺跡 口縁外吹晩期

王SNIlHa御経塚デド遺跡 口線内焦 晩期

ISrdlllb御経塚デド遺跡 口縁外吹晩期

長竹式
(下野式後半)

長竹式
(大浦Al式?)

長竹式
(大洞Al式?)

-26.2 10.2 38.0% 1.9% 19.6 2545±4ONUTA2-12246

-26.8 3.1 52.7% 3.8% 13.9 2560±80NUTA2-12247

- 2590土50NUTA2-12248

は漆であり,植物起源であることが明白であるため,安定同位体比とC/N比は測定していない.

結果と考察

後期の内面付着炭化物には,炭素安定同位体が大きいものや窒素を多く含むものがみられ,14C年代
/

も併行関係にある土器型式の年代と比較して明らかに古いことから,海産の動物資源を煮炊きしたもの

が炭化したものが含まれていると考えられ,年代測定結果は海洋リザーバー効果の影響を受けていると

推測される.ただし,漆塗り土器であるISN1-159の年代を基準として考えた場合,後期の内面付着物

は200-600年程度年代測定結果が古く,海洋 リザーバー効果の影響だけでなく,二次的な有機物の汚

染や続成作用の影響を受けている可能性などを今後検討していくことが必要である.

一方,晩期の土器付着物の炭素 ･窒素安定同位体比からは,これらの付着物は主に陸上の動植物起源

と推定され,14C 年代測定結果も周辺地域の研究成果と対比しても整合的であった.そこで,晩期の各
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土器型式の14C年代を,0Ⅹca14.0を用いて較正曲線IntcalO4(Reimereta1.,2004)で較正した.中屋

式はおおよそ 3200-2950calBP (1250-1000calBC)前後,下野式は2950-2850calBP (1000-

900calBC)前後と推定される｡長竹式は較正曲線が平坦になる ｢2400年問題｣に二部かかってくる

ため年代を特定しにくいが,おおよそ2750-2650calBP (800-700calBC)前後の年代である可能

性が高い｡14C年代では下野式と長竹式の土器にギャップがみられたが,下野式から長竹式にかけては,

較正曲線が急角度になるため,較正年代では 14C年代でみられたよりも時間幅はやや短くなっている.

今回,長竹式の開始段階の年代がどのあたりに位置づけられるのかについては,正確な年代を提示する

ことはできないが,長竹式がおおよそ 2400年間題の直前頃に位置づけられる可能性が高いことが分か

った点は,考古学的にも重要な成果である.

なお,本研究は平成 16-20年度文部科学省 ･科学研究費補助金 学術創成研究費 ｢弥生農耕の起源

と東アジアー炭素年代測定による高精度編年体系の構築-｣(課題番号 16GSOl18)の一部を使用して実

施した.
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RadiocarbondatingoftheLateandLatestJomonpotteryadhesions
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InordertodeterminetheabsolutedatesofpotterytypesduringlateandlatestJomonperiodin

thesurroundingareaofNotopeninsula,andtoconsidertheoriginofcharredresiduesonpottery,

theauthorsexaminedradiocarbondates,CarbonandnitrogenstableisotopeandC/Nratioof

charredresiduesandlacquer･CoatonpotteryexcavatedatOkyozuka,Ishikawa,Japan.Carbonand

Nitrogenstableisotopeanalysisrevealedthatallofresiduescollectedfrom innersurfaceof

potsherdsduringthelateJomonperiodseemedtobederivedanimalproteinascontrastwiththe

residuesonlatestJomonpottery.Exceptforthedatesoflacquer-coat,radiocarbondatesof

adhesionsonlateJomonpotteryseemedtobeinfluencedby"MarineReservoirEffect".Resultsof

radiocarbondatesoflatestJomonpotterywereconsistentwiththatofsurroundingareas.These

dateswerecalibratedusinglntcal04calibrationcurve.Theresultsshowsconsistentcorrelation

betweenradiocarbondatesandpotterytypesequences:Nakayatypeareplacedca.3200･2850cal

BP(1250-900GalBC),Shimonotypeareca.2950-2800GalBP(1000-850GalBC),Nagataketypeare

ca.2750･2650calBP(800･700GalBC).TlleresultshowschronologicalgapsbetweenShimonoand

Nagataketypes.
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年代測定と安定同位体分析｣ 2008年 3月 7-8日,日本AMS協会,第 10回AMSシンポジウム

-AMS次の 10年- ,東京大学

投稿中

工藤雄一郎 ･小林謙一 ･山本直人 ･吉田 淳 ･中村俊夫 ｢石川県御経塚遺跡から出土した縄文時代後晩

期土器の年代学的研究｣『第四紀研究』投稿中
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